
医療介護連携会議への参加を通して
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令和4年10月19日、所沢・松井
ブロック医療介護連携会議がZOOM
で開催され、当センターの看護師と社
会福祉士が出席しました。
この会議では、地域の方々が切れ

目のない療養を受けられるよう、医療
関係者、地域包括支援センター及び
訪問事業関係者が定期的に集まり、
家庭と医療の連携に向けた情報共
有を行っています。
今回は「学んでみよう ACPの初め
の一歩」をテーマに講義・ディスカッショ
ンを行いました。

ACP(advance care planning)
とは、もしもの時に備えて、受けたい医
療やケアについて、本人の希望や思
いを家族やかかりつけ医、介護ケアに
携わる人などと共有しておくことをいい
ます。
医療機関では、入院時や急変時に

ACPの確認を行いますが、実際には、
体調が悪く本人の意思を聞けないこ
とがあります。また、家族が決定をする
場合、事前に本人の意思を聞いてい
ないために、人工呼吸器による延命
処置や胃ろうなどの経管栄養、その
他重要な決定をする際に強い戸惑い
や恐怖を感じるケースがあるようです。
一方、在宅介護の現場では、ACP
から死を連想し、嫌悪感を示す利用
者がいるそうです。会議を通じて、社
会全体でACPを正しく理解することが
重要であると認識しました。

日本では家族間であっても自分ら
しい生き方・最期の時の過ごし方、
人生の決定という深いテーマについて
気軽に話し合う場面は少ないように
感じます。ましてケアマネージャーやヘ
ルパーにACPの話しをするとなると、と
ても強い信頼関係が必要になります。
しかし、もし事前に本人の意思を

確認できていたのなら、在宅であって
も医療施設であっても自分らしく過ご
すことができます。
人生100年時代といわれるこれか
ら、自分らしく生きるために、もっと気
軽にACPを話し合える気運を高める
ことが必要です。
そのために、私たち医療従事者は、

本人の希望や思いに寄り添えるよう
地域の医療・福祉関係者との連携
を一層深めてまいります。



市民医療センターでのACP確認の例
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